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第 一 表 各 種 有 機 物 の 炭 素 率

第 二 表 温 床 育 苗 の季 節 基 準 (熊沢民による)

~葡 類キ ウ リカボチャト マ トナ ス 播種樽ー1匝ー移植2回移植3回移植叉 はずらし隻_一座 定 日 歓

月 日 日数首令 日 数笛 令 日数 甫 令 日数笛令 】

1,15 ･.雪白衰藁′クT 5 1 15 3 20×× 8 707 6〇11 7()9185

125 20 15 1 15× 4 10
1二10 25 3 20 5 15× 9 10
i,1 35 3 25 5 15× 7 J 10

1.日本中部の早熟栽培に准じた02∴ち''は催芽播き.
3 日数は前作業後の日数｡4笛令の数字は本葉枚数
5 Xはずらし×Xは定植一週間前にずらす｡

第 三 衰 株 聞 及 面 積 の 基 準 (反当) (熊沢)

折りこ両統のかンコ四散J-[は標準わ くの数 尚1寸は3.3cm

川Lは33058mZ
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